
フェムテックを活用した企業・自治体の行動変容を促す
「伴走型アクティブラーニング・プログラム」実証事業

【プログラム詳細サイト】https://mieru-diversity.studio.site/

株式会社陽と人（ひとびと）【福島県国見町】

（デリケートゾーンケアブランド『明日わたしは柿の木にのぼる』）

株式会社ライフサカス【群馬県前橋市】

（フェムケアメディア『UMU（ウム）』）

https://mieru-diversity.studio.site/?fbclid=IwAR1lPrIwSBniV8QqlOHRGxmzV4hH8iim_I_i_AvWGxasbeaRO7bfAlZkNe8


以上より、本事業では、最新のアクティブラーニングの手法を取り入れ、

フェムテックを活用して、企業・自治体の

行動変容を促す「伴走型アクティブラーニング・プログラム」を

複数パターン開発・実証する。

１ 事業テーマ・背景・目的について

• 女性の健康課題に問題意識が薄い場合、無理にセミナー等で啓発しても具体的な能力向上や行動変容には繋がらないことが多
い。女性の健康課題に問題意識が薄いことについては、時代背景や社会背景が異なる世代・地域で認識にギャップが生じるの
は当然であろう。

• このような中、社会を分断せず、対立構造を生み出さない形で「問題を自ら発見し」、「問題を個人ではなく組織・社会の問
題として昇華させ」、「みんなで解決する問題として行動する」というサイクルをつくっていきたいと考えている。

• そのためには、単にセミナーにとどまらないアクティブラーニングの手法を導入した「新しい学び方」を取り入れ、個社・地
域の課題や状況に対応する形で改善を行なっていく伴走型のプログラム開発が必要である。これにより、能力向上や行動変容
につながる成果を適切に把握し、当該成果を広く社会へ発表していくことが必要だと考えている。

本事業では、
女性の健康課題について「個人の能力向上」と「組織の行動変容」
そして「社会の変化の兆し」へ繋げることを目的とする。
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「もしかする価値観」との出会い STEAMとD&I  から広がる地平線

〜STEAM 教育活動およびD&I活動を行うに当って、組織が異なる価値観に触れ

続けることの重要性を社会発信することを目的としたもの〜
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【全編共通】 ＊アンケートで上位2つを選んだ人の割合を記載

•ヘルスリテラシーが向上した参加者の割合 91.7%

•職場に一定数、女性特有の不調で悩んでいる人や、働きながら通院している人が存在することをより深く理解した参加

者の割合 93.9%

•女性特有の不調で悩んでいる人や、働きながら通院している人の当事者が、日常的に抱える「働きづらさ」をより具体

的に理解した参加者の割合 93.9%



【支援者編】 ＊アンケートで上位2つを選んだ人の割合を記載

• 女性特有の健康課題について、マネジメントする上で最低限必要となる基礎情報を理解した参加者の割合 89.0%

• 貴社/貴団体で女性の健康支援を進める上での障壁、ボトルネックを具体的に特定できた参加者の割合 90.1%

• 女性特有の健康支援について個人としてできる一歩（行動）を明確化でき参加者の割合 100％

• 女性特有の健康支援について個人としてできる一歩（行動）を研修後１か月以内に実際に行動できた参加者の割合

94.7%（＊実施状況で「全く実施できていない」以外を選んだ人の割合）



【当事者編】 ＊アンケートで上位2つを選んだ人の割合を記載

• 女性特有の健康課題について、自身のセルフケア・健康管理をする上で最低限必要となる基礎情報を理解した参

加者の割合 100%

• 働きながら自身のセルフケア・健康管理を進め、また不調時には組織に適切な支援を求めていく上で、それらを阻

んだり、進めにくくする上での障壁、ボトルネックを具体的に特定できた参加者の割合 58.3%

• 自身が健やかに働くためのセルフマネジメント（セルフケア、行動習慣）としてできる一歩（行動）を明確化できた参

加者の割合 100％

• 自身が健やかに働くためのセルフマネジメント（セルフケア、行動習慣）としてできる一歩（行動）を研修後１か月以

内に実際に行動できた参加者の割合 95.2%（ ＊実施状況で「全く実施できていない」以外を選んだ人の割合）



【イノベーション編】 ＊アンケートで上位2つを選んだ人の割合を記載

• 女性の身体の仕組み(女性の身体のライフサイクル全般、月経、更年期など)について理解できた

参加者の割合 94.1%

• 「地域資源のことを知る」という商品開発の考え方を今後実践的に取り入れられそうな参加者の割合 82.4%

• 「お客様のことを知る」という商品開発の考え方を今後実践的に取り入れられそうな参加者の割合 82.3%





【概要】

群馬大学大学院保健学研究科 恩幣宏美准教授にご協力いただき、効果分析を実施。

・定量分析・・・アンケート結果の解析（回答率９９％）

・定性分析・・・デプスインタビューの解析（対象人数２９名）



n %

年齢

20歳代 4 4.4 

30歳代 17 18.7 

40歳代 25 27.5 

50歳代 42 46.2 

60歳代 3 3.3 

性別

男性 55 60.4 

女性 36 39.6 

子どもの有無

0人 22 24.2 

1人 11 12.1 

2人 44 48.4 

3人 13 14.3 

回答しない 1 1.1 

女性職員・
社員の人数

0人 6 6.6 

１～５人 49 53.8 

6～10人 19 20.9 

10人以上 17 18.7 

職種

クリエイティブ 1 1.1 

その他 1 1.1 

営業 13 14.3 

管理
（人事・総務・経理・法務等）

27 29.7 

経営・企画 1 1.1 

研究・開発 10 11.0 

公務員 37 40.7 

事務・アシスタント 1 1.1 

役職

その他 3 3.3 

一般社員 19 20.9 

課長相当 32 35.2 

係長相当 28 30.8 

主任相当 2 2.2 

部長相当 6 6.6 

役員 1 1.1

平均値 SD

社会人の経験年数(n=38) 24.0 9.9 

管理職の経験年数(n=24) 6.2 5.8 

【定量分析】 回答者の属性 n=91



母集団が正規分布していなかったため、ノンパラメトリック検定（Man-WhitneyのU検定）で
解析を行なった。そのため、中央値で評価することとする。

介入直前 介入終了後

有意確率p

(両側)
mean SD 中央値

四分位
範囲

mean SD 中央値
四分位
範囲

Q1:女性特有の健康課題（※）について、マネジメントする上で

最低限必要となる基礎情報の理解
2.7 1.0 3.0 1.0 4.3 0.7 4.0 1.0 .000

Q2:自組織にも女性特有の健康課題を有する当事者が存在することを

認識及び理解（自分ごと化）
3.1 1.1 3.0 2.0 4.5 0.6 5.0 1.0 .000

Q3:女性特有の健康課題を有する当事者が日常的に抱える

「働きづらさ」を支援者の立場としてより具体的に理解
2.7 1.1 3.0 2.0 4.5 0.7 5.0 1.0 .000

Q4:女性特有の健康課題に係る「本音」についてマネジメント層と

当事者との間で認識の差があることの理解
3.2 1.2 3.0 2.0 4.6 0.6 5.0 1.0 ＜.001

Q5:自組織において「女性活躍」推進に伴い、女性特有の健康課題を

緩和するための支援を実施する意義の明確化
3.4 1.0 3.0 1.0 4.6 0.6 5.0 1.0 ＜.001

Q6:女性特有の健康課題を緩和するための支援を実施することにより、

自社の生産性及び企業価値の向上等の経営面にも

プラスの影響を与え得るとの認識

3.4 1.1 3.0 1.0 4.5 0.7 5.0 1.0 ＜.001

n=91

（※）生物学的女性特有の年代・ライフサイクル（ライフステージ）に応じて生じうる、心身の不調および疾病の総称

【結果概要】



【結果概要】

• 前ページの解析結果のとおり、いずれの項目においてもプログラムによる介入効果が極めて

高く、Q1をのぞいて２点（満点）上昇した。

• Q1についても上昇しているが、他の項目よりも上昇が低かった要因として、本プログラムは女

性特有の健康課題に係る基礎知識をインプットするものではなく、ワークショップ形式でディス

カッションをするものであるためであると考えている。そのため、さらに効果を出すためには、女

性特有の健康課題に係る基礎知識をインプットするセミナーを事前に別途設けること等が有用

と考えている。

• Q2〜Q6については、介入後に大きく結果が向上しており、このようにアクティブラーニング型の

プログラムで自分ごと化できたり、意義を落とし込むことができる「プロセス」を経ることにより、

個人及び自組織の具体的な行動変容につながっていくことが実証された。
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【ボトルネックの解析】

女性特有の健康課題を緩和するための支援を自組織で実施するにあたってどのようなボ

トルネックがあるか、デプスインタビューを通じて定性の解析を行い整理したところ、次ペー

ジのとおり、「女性の健康課題特有のボトルネック」と「組織文化・体制としてのそもそもの

ボトルネック」の両方が混在していることがわかった。

※次ページの図は、ダニエル・キム氏（米国マサチューセッツ工科大学元教授）によ

り提唱された「成功の循環モデル」の考え方も踏まえ、デプスインタビューの結果

を体系化



女性の健康課題

(問題)の認知の

必要性
日常業務の中で

「小さな一歩」を

起こす必要性

女性の健康課題

の理解の必要性

組織体制を踏まえた

個別具体の改善策を

検討する必要性

女性の健康課題の

視点をリフレーム

する必要性

知らない

(問題とさえ捉えられない)
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女性にとっては個人差が大きく、

男性にとっては当事者性が乏し

く、何をしていいかわからない

うちに課題を検討することを

後回しにしてしまう

知っても「理解」

していない(知識がない)

個人として行動改善ができても

組織としての対応が困難

(トップダウン、体制、職種など)

結果の質の

向上まで多

くの企業で

はたどり着

いていない

知識を理解しても触れにくい

テーマだと感じるため、

他者理解が進まない

心理的安全性が

担保されるチームを

組成する必要性

女性の健康課題の

検討を担う心理的

安全性が担保された

PTの必要性

•

•

◆組織のボトルネック



【ボトルネックの解析】

• 長期の時間軸で「結果の質」が不確かなまま施策を進めることへの構造的難しさ

…大企業は株主からの評価（経営として短期的成果を求められること）や自治体は単年度主義がある

• 前提となる女性の健康課題の認知・理解や関係性の質そして思考の質が本テーマにおいて深まって

いないこと

→そのため、大企業で在宅勤務など働き改革自体が進んでいて柔軟な働き方ができる組織においても、女性の健

康課題支援に関する「結果の質」につながっていない

• 女性の健康支援の取り組みは、女性にとっても個人差も大きく、男性にとっては「経験できないからわ

からない」という当事者性の乏しさがあること

• 日本特有の文化として「我慢するもの」「恥ずかしいこと」という風潮があること

→そのため、健康課題を有する各人の背景を知ることのハードルも高い



問題としての認知理解

対話重視・個の尊重・相互理解

アイデア創出・当事者性の向上

• チームをつくる

• 人とチームの成

長を支える

組織として行動し支え合う・個人も自発的行動増

成果の実感・成功体験の共有

次の行動につながる・信頼感の向上

• PJの成果拡大を

はかる

• 他社も含めた

ネットワーク

の充実を図る

本プログラムで改善が見られた組織のボトルネックの範囲

【本プログラムでの改善範囲 】

定量分析結果も踏まえ、本プログラムでは下図の範囲でアウトカムの改善が見られた。
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【展望】
今後は本プログラムをより広く提供していくとともに、「深さ」も改善していきたい。

具体的には、中長期の意識・行動変容につなげていくために継続的な伴走支援、当事者や支援者との

1on1またはグループメンタリング等のメニューを検討する。

また、定量・定性ともに介入により意識・行動の変化につなげることができることが実証できたため、本実証

データを元に引き続き全国に普及展開できるよう尽力していく。

【今後の検討課題】
• 中長期目標の達成のため、オンラインで実施する場合にも効果が保たれるプログラムの開発及び実証

• 「支援者編」と「当事者編」を両方行う「面」的アプローチの強化による組織の変容が早まるかの検証

• 中長期的に本プログラムでの介入及び継続的な伴走支援により、いかに個人及び組織の変容につ

ながり、さらに女性のキャリア自律や企業の生産性向上に寄与するか、その効果をトラッキング

していき、大学の研究としての介入（第三者評価）により、「精緻な研究」文脈に落とし込んで社会

へ成果を発表していく。

• 業種、エリア、男女比、経験年数、役職、企業規模等の相違を研究データとして明らかにし、導

入先に最善かつ効果的なそれぞれの特性を踏まえた「オリジナル」プログラムの実施












